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は じ め に

クヌギ (QELerCuSaCZLtissiTnaCarruth.)は,日本列

島においては北海道と本州最北地方及び奄美列島以南を

のぞいて広く分布する(HoRIJ(AWA.1972).二次林の構

成者として本種を最初に注目したのは本多 (1912)で.

本州 ･四国･九州の暖温帯における森林系列のなかで,

願葉樹自然林とアカマツ二次林の中間に位置するコナラ

1:iど落葉樹二次林の主要構成種としている.林学の立場

からは,クヌギは木炭の原料やシイタケ原木として有用

性が高いために,各地で植栽された (上原,1959).植

生学において再びクヌギが注目されたのは,宮脇 (1967)

が関東地方の二次林としてクヌギーコナラ群集を記載し

てからである.以来,この群集は日本列島の暖温帯の二

次林として広い発達が認められており,クヌギはその捺

哉種とされ (宮脇,1981186;典富はか,1976),群集

域のなかでも遵潤ないし湿性立地に生育するとされてい

る (宮脇,1967).

こうしたクヌギの一般的な分布･生態のはかに,著者

らの一人,伊藤は長崎地方に成立する特殊なクヌギ優占
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群落を報告したことがある く伊藤.1968).それは尾根

の上の浅土地にのみ成立し,コナラを伴わず,しばしば

ヒトツバ,キハギなど岩角地植物杏林下に伴っていた.

長崎地方の代表的な二次林はシイやアラカシの優占する

照葉樹萌芽林である.冬期には,照薬樹萌芽林のひろが

る里山のなかで,尾根筋だけ小面積に成立しているクヌ

ギの落葉樹林は,その存在を容易に認めることができる.

来訪者にこの群落を遠望してすったり話したりすると,

決まってそれはアベマキ林でしょうという返事が返って

きた.それはどこのクヌギ林は.植生字の一般常識から

はかけ離れていると言える.

その後,環境庁は全国の植生図作成事業 (いわゆる緑の

国勢調査)を1973,1983,1984,1985年に行い,私達は長

崎県の植生調査にたずさわった.そのときの県下全域にわ

たる調査や.近隣の県の探訪調査において.問題のクヌ

ギ林の分布が長崎市周辺に偏在することを知った.また

全国的にも他地方に存在しないことも明らかとなってき

た (環境庁,1980).

クヌギは近年はシイタケ栽培の原木として植栽される

ので,長崎周辺のクヌギ林についてもその可能性を検討

しつつ調査を進めてきた.明らかに植林されたクヌギ林



図 1.長崎周辺および五島列島におけるクヌギ林分布地図.黒丸は植生調査地で,括弧内の数字は

スタンド番号を示す.白丸ではクヌギ林の存在を確認したが植生調査は行なっていない.

1.西彼杵郡西彼町島崎ClJ,2.長崎市見崎町.3.同 式見(7),4.同 手熊(1),5･同

小江(2),6.同 岩屋山(3,4,13).7.女の都,8.金比羅山(6),9･′ト江尻 101同

福田,ll.同 茂木,12.同 日吉,13.同 俄岩u9.14.同 矢岳,15･同 転石,16･同

川平,17.同 八郎山系烏帽子岳,18.西彼杵郡三和町(5.8,18,19),19･西彼杵郡野母

崎町黒浜肌,20.同 以下宿(9).21.同 夫婦岩(14,20),22.同 野々串.23･同 脇岬,

24.同 野母.25.同 樺島.26.南松浦郡奈良尾町佐尾金比羅神社(16.17).

があるが,森林伐採以外の人為が加えられていないクヌ

ギ林の存在もあさらかとなった.宮脇 (1981)も九州の

クヌギ植林について記述するなかで,長崎周辺の屋根上

の乾燥立地のクヌギ群落について特に触れ,rきわめて
特殊な種組成･立地を示し.自然成立したクヌギ低木林

とも考えられるJと記している (同書 p.225).本稿は

長崎県下のこのようなクヌギ群落について記述する.

現地調査1i.おもに1973年.1984年.1985年の植生図

206

調査の時に行った.全調査地26個所の現地語査のうち,

堀田浩 (当時.長崎県立島原高等学校定時制)および中

西弘樹 (長崎大学非常勤講師)の両氏とは1個所づつで

共同で調査を行った.その調査個所は組成表の脚注に記

してある.両氏にお礼を申し述べる.長崎地方の地質に

関しては,長崎大学教育学部鎌田康彦教授に種々のと教

示を頂いた.感謝の意を蓑する.



結果および考察

1.クヌギーヒトツパ群落について

群落形態と組成 :樹霜5-10mの低木または亜高木の

夏緑林.優占種はクヌギ,胸高直径は7-15cJL.優占種

F と同じか低い階層には常緑木本 (アラカシ,シィ.ネズ
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図2.尾根の上のタヌキーヒトツパ群落

(長崎県野母崎町馬浜).

SEl査地と調査方法

凋査対象としたのは.長崎県全域と佐恐･福岡両県の

一部を含む西九州である.また文献上は全国のクヌギ俊

占群落を対家とした.結盟的には長崎市とその周辺 (西

彼杵郡西彼杵半島および野母半島),五島列島の一部で

のみ対象としたクヌギ優占群落を見いたした.現地調査

の方法は Braun-Blanquet(1964)に従った.植生資料

の処理に際しては,植栽が明らかなスタンド及びその疑

いが打ち消せないものは表2として別扱いした (後述).

問題のクヌギ群落に注目を始めたのは1967年以降であ

り,本稿の表 1には1967年の調杢資料は2個含めてある.

伊藤はか (1973)は野母半島のクヌギ麻の記述をしたが,

そのときの資料は今回は用いておらず.その後の同一地

点で得た凋杢資料のみを本稿では使用した.

ミモチ,クスノキ,ヒサカキ,タロ牛など)を伴い,ま

た落垂木本 (-ゼノ牛,イヌビワ,アカメガシワ.カマ

ツカ,ムラサキシキプなど)も多い.照繋樹萌芽林に比

べると,林冠水の密度は低くまた冬期には落薬するので,

阻光は林床に入射し.林床の栢被率は高い.種組成の点

では.クヌギ優占の他には.ナワシログミ,コマユミ,

ヒトツパの常在皮がシイやアラカシの萌芽林におけるよ

りも高いことしか特色はない.母岩が露出するような浅

土地では,マルバウツギ.イワガサ.辛-ギ,イワヒバ.

ダンギクなど,ダソギターイワヒバ群集の構成種が生育

する (表 1のスタンド1-4).このことは.本群落の

立地上の特徴をよく表している.

立 地 :各種の変成岩,載灰角れき岩 (典塊岩),安山

岩を母岩とする尾根や急傾斜の土壌の浅い,乾き易い立

也.土壌のごく浅いところでは,しばしば母岩が荘出し

たり.その岩れきゃ破片が散在する.周辺にはアラカシ

やシイの優占する二次萌芽林の発達する場合が多い.調

査した地点では過去に何回も森林伐採されている.

分 布 :九州本島の西部の長崎県西彼杵半島南部,長

崎市.野母半島.

2.群落の起源について

現在生えているクヌギは政近の植栽によるものではない.

しかし遠い過去の植栽木に起源があるのかもしれない.

クヌギを帰化植物と見るクヌギ渡来説もあるという (石 ･

柏原.】986).この考えを取らないとしても.分布が長

崎周辺lこ局在することは,植栽説を否定し切れないこと

になる.

しかし,もし植栽するならば,クヌギは直根性で (刈

住,1979).土壌の深い東商立地に植えた方が良い (上

風 19畠9).適地はこの地方にいくらでもある.琴実,

クヌギ植林はそうした立地で行われている.こうした状

況から,本群落を rきわめて特殊な種組成 ･立地を示し,

自然成立したクヌギ低JC林Jとの見方 (宮脇,1981)ち

出てくる.

植栽起源でないとすれば,クヌギは本来この地方に分

布していたはずである.約2万年まえの氷河期には西九

州は温帯性針広混交林に被われていたとされる(TsUKAr)A,
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1983;塚臥 1984).その主要構成属には QueT･CZLSが

含まれている(TsUKADA.1983;HATANAKA.1985).級

氷河期の温度の上昇にともなって照葉樹林は北上拡大し.

現在の植生帯が出来上がって行った.その途上に,クヌ

ギなど落葉性のQLEerCZLS属植物は尾根上などの特殊な

立地に生き残った.現在の群落分布が尾根の上など土壌

が浅く乾きやすい地形に限られているのは.こうした背

景を示唆する.

3.群落の維持条件について

クヌギは植栽起源ではなく自然生であろうが,本群落

は自然群落ではなく繰り返された伐採下にある代償群落

である.屋根上という地形には,自然群落としては長崎

地方には照葉樹林 (スダシイークチナシ群落)が成立し

(伊藤.1977a,b).凝灰角れき岩など母岩の露頭があ

れば.その上にはダンギクーイワヒバ群集が成立する

(宮脇.1981).恐らく尾根上の相葉樹自然附こは.クヌ

ギが申木的に混じっていたに連いない.長崎地方では,

照葉樹林は換り返し伐採されてt)切り株から芽吹き,二

次林としても胸糞樹の萌芽林が広く成立する(伊藤.1971,

1977b;伊藤･川里,1978).しかし尾根上の浅くて乾

き易い土壌では萌芽力の強いアカラシが多くなり (伊藤,

1971,1977b),その中でより乾燥に強いクヌギが伐採

のたびに次第に優占度を増していって.その優占群落が

出来上がって行ったに違いない,森林伐採が集り返され

れば,乾燥立地では常緑樹を疎開させ.騒光を必要とす

るクヌギにとって好ましい環境を作りだしたであろう.

尾根の上のクヌギはドングリを下方の土壌の深い遵潤な

立地にも落下･散布させているに違いない.しかしそこ

では,照葉樹の強い萌芽力がクヌギの実生の活力を上回

り.クヌギの遵潤地への侵入.定着を阻み.繰り返され

る森林伐採にも拘わらず,クヌギは深い土軌 こは進出で

きず尾根の上に限定して成立することになったのではな

いか.なお現在の尾根上のクヌギは,伐扶からの萌芽お

よび天然播種 ･実生によって持続した個体群を保ってい

る.

4.組成表について

まず2つの群落表 (表 1とZ)についてt)う一度説明

しておく.調査は26地区21スタンドで行った.このうち,

地形が改変されているスタンド,例えば過去に石積みし

て畑地または果樹園のような整地の形跡があるところは,

たとえそこが尾根の上の浅い土壌で変成岩や准灰角れき

岩の茸頑があっても,整地後に植栽されたことがあさら

かであり,これらは総て表作成の最初から別に扱った.

表2の初めの4スタンド(13-16)がそれである.さら

に傾斜地だが周辺の二次林 (それらは総て照薫樹萌芽林)

との境界あるいは地形上の位置などから,植栽された群

落との疑いが完全には打ち消せないスタンド(表2のス

タンド17-21)も別扱いとした.これらのスタンドでは,

シイやアラカシが一例を除いては出現していないことに

気付く.ただしこの事だけから.これらのスタンドのク

ヌギが植栽起源なのかあるいは天然生なのかは判断でき

ない.今後の課題のひとつとして残る.

表2でも,群落区分種としたコマユミ,ナワシログミ.

ヒトツバは常在度皿～Ⅳで出現している.おそらくクヌ
ギ優占によって作り出される林内環境が,類似の種組成

を生み出すのであろう.

蒲 要

1. クヌギーヒトツパ群落について記述した.

2.本群落は,長崎周辺の各種変成岩,擬灰角れき岩.

安山岩を母岩とする尾根上の乾きやすい浅い土壌に成立

する.

3.本群落は森林伐採によって維持されている代償群

落である.クヌギは伐株からの萌芽および天然播種によ

り持続した個体群を維持している.
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